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米国事業で Maryland 大学の支援を頂く事
になっており、その後方支援の要員として
今回採用した 長野県茅野市

2021

1

年

名

薬剤耐性菌感染症リスク軽減事業

リクルートエージェントの紹介で入社しました。過
去に従事した業務は当社の感染症業務とは直接関わ
りはありませんが、公共性と公益性の高い業務を、
米国のフィールドで、しかも大学の積極的な支援で
行えることに非常に興味を持ちました。創業間もな
い企業に対してこのような機会を得る事はまれな事
であり、企業の持つ資源の重要度合いに深い興味を
持ちました。

梶川氏が入社してから４回の展示会でプレゼン
テーションをしていますが、国内での事業展開は
困難であることを実感しました。特に幕張メッセ
国際展示場での「感染対策 EXPO2022」の出展で
は国内のアカデミアが一人として見学がなかった
ことに驚き、この結果をもって Maryland 大学の
支援を得て米国での事業展開に注力する事にしま
した。

米国での事業展開を前提に梶川氏と主に次の事を議論
しました。
感染症対策は、公益性公共性が高い課題であり、世の
中に役立つためには如何にするべきか多くの時
間を割き議論をしました。また、Maryland 大学から
のマーケティングに対する支援のオファーは極めてま
れな事であるため、大学に対して慎重な対応をするこ
とにしました。当社の強みは、特許・米国学会論文 ( 大
学との共著で予定 )・FDA 登録 ( 約 9 割をクリアー )
であり、現地でのビジネスパートナーの検索に注力す
るためについて議論をしました。梶川氏の意欲的な発
言に意を強くしております。

海外駐在要員として活躍、国内に戻っては
輸出入業務に従事した経験を持っています。

主な経歴：

代表取締役

役職名： ---

梶川 氏

年　齢： 31 歳
家族構成：単身
出身地： 還流ルート：愛知県 I ターン
業務遂行手段： 事務所での業務

感染症は人の手で解決された経緯が殆ど無く、未解決課題とされております。感染症の原因は空気感染・飛沫
感染・接触感染の三つですが、約８割が接触による細菌等の伝播が原因とされております。我々は対策として
接触感染に着目し、セラミックス複合技術による細菌の伝播を継続的遮断する技術開発を行いました。しかし、
前例がなく国内で認知を得る事が出来ず、JETRO と米国 Maryland 大学の支援で、感染リスクの最も大きな商
材を繊維と位置づけ公的認証に取り組みました。300 回の洗濯で 99.99% の継続抗菌効果を確認、再加工不要
な抗感染性繊維の技術確立を確認しました。本プロジェクトはその成果を具体化するための提案となります。

薬剤耐性菌による感染症リスク軽減で新事業展開

国内外のアカデミアの支援で、確かなエビデンスを背景とした事業展開ですが、本件は前例がないため認知を
得る事が極めて困難と考えております。一般に弱小企業がハイリスクの感染症という困難なテーマに取り組む
ことはプロ人材採用段階で理解を得る事はなかなか困難でした。何人かの面談の中で幸いにも海外経験があり、
本事業に興味を示す人材に出会えたことは幸いな事でした。ベンチャー企業に興味を示す米国大学からプロ
ジェクトに支援をしたいとのオファーがあったことから、３カ月の実習を終えたので、正式に 2023 年早々に
渡米し現地法人設立の準備に入りたいと考えております。国内では地域密着の諏訪信用金庫 ( 拠点サテライト
マネージャー ) の協力を得て、積極的に啓蒙活動を進めております。

米国事業の立ち上げと日本での具体化案の立ち上げ

感染症はコロナパンデミックに見るように対策は殆ど専門家から提示されておりません。このような中で我々が
進めるプロジェクトは感染のリスク軽減の手段の一つであっても理解を得るためには極めて困難が伴う事が想定
されます。梶川氏の３か月間の実習期間でハードルの高い事業を展開する事から、事業の理念について多くのディ
スカッションの時間を取りました。具体的には出勤は自己管理として出勤簿を提出することにしており、備考欄
に１日一言の実施した成果を記載させることにして、意識付けを進めております。米国事業は採用した人材が主
体的に仕事を進める必要があるため、企業の理念の理解は多くの課題を解決するベースと自信に繋がると考えて
おります。

短期間で海外展開の体制づくりが可能に

櫻田 司 氏

株式会社進め37 長野県


